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1. 流域の概要

■江の川沿いに吉田町・甲田町などの人口・資産が点在し、主要道路（国道54号・県道37号線・国道375号）によ
り結ばれている。
■人口・資産が多く存在する三次盆地では、江の川・馬洗川・西城川が集まるため、水量が激増し、一度、氾濫す
れば甚大な被害が発生する。
■三次盆地で同規模の3本の川が合流した後の中流部は、山間狭窄部となり洪水時には水位が急上昇する。
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2-1.現状の堤防整備状況

○平成27年３月時点の堤防整備率は、上流の広島県側にいて56%、下流の島根側で16％、両者をあ
わせた整備率は約54%。

○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。
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江の川の堤防整備の状況



2-2.その他：河川管理施設の整備状況

 

名称  河川名 設置年月 位置 

現況排水 

能  力  

(m3/s) 

三次河川 

国 道 事 務 所

管内 

北溝川排水機場 江の川 昭和 39 年 12 月 140K050 右岸 6.0 

十日市排水機場 江の川 昭和 50 年  6 月 140K100 右岸 15.0 

畠敷  

救急内水排水機場 
馬洗川 平成 7 年  3 月 4K500 右岸 3.0 

瀬谷  

救急内水排水機場 
江の川 平成 10 年  5 月 150K400 右岸 2.0 

願万地排水機場 馬洗川 平成 13 年  6 月 2K300 右岸 4.0 

畠敷救急内水排水機場

運転状況

 願万地排水機場

北溝川排水機場

北溝川

江の川

十日市排水機場

十日市・北溝川排水機場

①排水機場一覧

流域面積 307.5km2

型　式 重力式コンクリートダム

目　的
洪水調節、

流水の正常な機能の維持
かんがい、上水、工水、発電

堤　高 50m

堤　長 300m

総貯水容量 47,300千m3

有効貯水容量 41,100千m3

洪水調節容量 31,500千m3

土師ダム諸元

②河川防災
ステーション

③土師ダム ④灰塚ダム

灰塚ダム諸元

流域面積 217.0km2

型　式 重力式コンクリートダム

目　的
洪水調節、

流水の正常な機能の維持
上水

堤　高 50m

堤　長 196.6m

総貯水容量 52,100千m3

有効貯水容量 47,700千m3

洪水調節容量 38,000千m3
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2-3.排水施設、排水資機材の配備（中国地方整備局）
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○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、

機械を扱う職員等への教育体制も確保し、常時、災害発生による出動体制を確保する必要がある。



3.堤防等河川管理施設の今後（概ね30年）の整備内容
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○現在、堤防が整備されていない区間、堤防の高さや断面の不足区間で堤防整備を実施している。

○地形的制約等がある場合で、宅地嵩上げ等による整備が効率的な箇所については、水防災事業
を活用した宅地嵩上げ等による対策を実施している。

堤防整備または宅地嵩上げ等を実施する箇所の位置図 目標：昭和47年実績洪水において、家屋浸水を防ぐ



4-1.過去の水害情報（江の川）

○江の川流域では、これまでも堤
防の決壊や越水により浸水被害が
発生。

○昭和47年7月の洪水は大災害と
なり、それまで戦後最大の洪水で
あった昭和20年9月洪水の水位、
流量及び被害ともに大幅に上回っ
ている。

江の川流域における主な洪水（被害）状況
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洪 水 発 生 年  
原
因  

尾 関 山  
被 害 状 況  

2 日 雨 量
(mm) 

流 量  
(m3/s) 

昭 和 20 年 9 月 17 日  
台
風  

207 － 
死 者 ・行 方 不 明 者  2,091 人  
家 屋 全 半 壊 ・流 失  8,183 戸  
床 上 ・床 下 浸 水  68 ,536 戸  

昭 和 33 年 7 月 1 日  
梅
雨  

－ 約 3,800 
死 傷 者  7 名  
床 上 浸 水  391 戸  
床 下 浸 水 1291 戸  

昭 和 40 年 6 月 20 日  
梅
雨  

176 約 4,400 
家 屋 全 壊 ・流 失  8 戸  
半 壊 ・床 上 浸 水 745 戸 、 
床 下 浸 水 261 戸  

昭 和 40 年 7 月 23 日  
梅
雨  

200 約 4,800※

家 屋 全 壊 ・流 失  100 戸  
半 壊 ・床 上 浸 水 3,056 戸 、 
床 下 浸 水 1,530 戸  

昭 和 47 年 7 月 12 日  
梅
雨  

346 約 6,900※

死 者 ・行 方 不 明 者  28 人  
家 屋 全 半 壊 ・一 部 破 損  3,960 戸  
床 上 浸 水 6,202 戸 、 
床 下 浸 水 7,861 戸  

昭 和 58 年 7 月 23 日  
前
線  

158 約 4,600※

家 屋 全 半 壊 ・流 失  206 戸  
床 上 浸 水 1,115 戸 、 
床 下 浸 水 2,402 戸  

昭 和 60 年 7 月 6 日  
前
線  

219 約 4,200 
家 屋 全 半 壊 ・流 失  0 戸  
床 上 浸 水  39 戸 、床 下 浸 水  609 戸  

平 成 7 年 7 月 3 日  
梅
雨  

216 約 4,600 
家 屋 全 半 壊 ・流 失  0 戸  
床 上 浸 水  2 戸 、床 下 浸 水  34 戸  

平 成 10 年 10 月 18 日  
台
風  

142 約 4,900※ 家 屋 全 半 壊 ・流 失  0 戸  
床 上 浸 水  1 戸 、床 下 浸 水  37 戸  

平 成 11 年 6 月 29 日  
前
線  

134 約 5,300 
家 屋 全 半 壊 ・流 失  0 戸  
床 上 浸 水  35 戸 、床 下 浸 水  253 戸  

平 成 18 年 7 月 19 日  
梅

雨  
149 約 3,400 

家 屋 全 半 壊 ・流 出  0 戸  

床 上 浸 水  8 戸 、床 下 浸 水  145 戸  

平 成 18 年 9 月 16 日  
台

風  
132 約 2,400 

家 屋 全 半 壊 ・流 出  3 戸  

床 上 浸 水  77 戸 、床 下 浸 水  176 戸  

平 成 22 年 7 月 14 日  
前

線  
178 約 3,700 

家 屋 全 半 壊 ・流 出  0 戸  

床 上 浸 水  21 戸 、床 下 浸 水  36 戸  
三次市十日市地区 馬洗川の破堤箇所



4-2 主な洪水被害（戦後）

その他（内水被害）
安芸高田市常友地区

安芸高田市吉田町
S33. 7.1（中国新聞提供）

三次市
S40.7.23(減水中)

8



4-3 戦後最大洪水（S47.7洪水）
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4-4：S47.7洪水の検証（その１）

11日11時頃の内水氾濫状況

①11日4時～6時
崖崩れ・内水氾濫・無堤部の溢水・
橋梁の流出

②11日7時頃
・内水位が急上昇（北溝川・片丘川溢水）
・国道54号冠水
・堤防漏水の発生

③11日9時20分
・災害救助法申請

④11日16時頃
・自衛隊到着
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4-4：S47.7洪水の検証（その2）
⑤12日0時30分 ：熊見発電所が浸水し、三次市内全域の停電
⑥12日0時40分 ：三次町に避難命令
⑦12日1時頃 ：北溝川。片丘川の溢水及び馬洗川の漏水で内水位が急上昇
⑧12日1時20分 ：十日市町に避難命令（広報車は内水により回れなかった。）
⑨12日2時30分頃 馬洗川堤防決壊:家屋倒壊や2階以上の浸水有り

12日2時頃の内水氾濫状況

12日4時頃の氾濫状況

×

×
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4-5：過去洪水の状況（S47.7洪水）（その１）

安芸高田市吉田町大浜地区 国道54号

三次市粟屋町 粟屋橋 三次市作木町港地区

交通の途絶① 交通の途絶②

交通の途絶④

安芸高田市甲田町瀬戸地区 ＪＲ芸備線

交通の途絶③
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4-5.過去洪水の状況（S47.7洪水）（その2）
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三次市十日市地区

自衛隊によって屋根から救助される住民

孤立者発生②

三次市十日市地区 堤防決壊

堤防決壊

三次市十日市地区
孤立した人を救助するためロープを渡す

孤立者発生①

孤立者発生③

三次市十日市地区 市役所庁舎に着いた被災者



4-5．過去洪水の状況（S47.7洪水）（その3）
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避難所の浸水

三次市作木町港地区 旧作木中学校

三次市役所庁舎中庭

防災拠点（市役所）の浸水

三次市十日市地区 十日市保育所

災害時要配慮者施設の浸水

三次市十日市地区 JR中原踏切付近
より警察署,市庁舎を望む

防災拠点（警察書等）の浸水


